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発明の名称：ビニル基を導入したＧＨＧタイプの挿し違い型ロタキサン、

 及びビニル基を導入したＧＨＧタイプの挿し違い型ロタキサンを側鎖
又は主鎖に含むポリマー

利用・用途・応用分野

金属負極二次電池材料、接着・塗料ブロック材料、マテリアルリサイクル材料

目的・課題 解決ポイント

◆２級アンモニウム塩にビニル基を導入したＧＨＧタイプの挿し違い型ロタキサンを架橋剤
 として用い、多様なビニルモノマーとの組み合わせを検討することにより、耐圧縮性だけ
でなく、物性を多様に調節するネットワークポリマーを合成することが可能であり、合成も
容易である。

◆２級アンモニウム塩にビニル基を導入したＧＨＧタイプの挿し違い型ロタキサンを求電子
剤として用いることで得られる自己修復性を有するネットワークポリマーについて、多様
なチオールや汎用性の求電子剤の複数同時使用などにより、外部刺激に対する寛容性
が変化し、様々な物性パラメータの制御が可能となり、今後の応用の範囲は広い。

挿し違い型ロタキサン([c2]daisy-chain 
rotaxane)ポリマーとしては、直鎖状ポ

リマー及び網目状ポリマーが合成され
応力緩和に優れた耐圧縮性を付与す
ることが可能となったが、これらの挿し
違い型ロタキサンを有する網目状ポリ
マー材料は、そのロタキサンユニットの
応力緩和能力を超える強い力が加わ
った場合には、網目構造自体が破壊さ
れ、元の状態に復元することができな
いことから、より優れた耐圧縮性を有し
また、自己修復性を備えた挿し違い型
ロタキサンを含んだポリマーの提供を
課題とする。

◆環状分子（ホスト）の両側に軸状分子（ゲス
ト）を導入したＧＨＧ化合物がＧＨＧタイプの
挿し違い型ロタキサンを形成することを見出
したことに基づき、ＧＨＧタイプの挿し違い型
ロタキサンにて、包接に関与していない２級
アンモニウム塩にビニル基を導入したＧＨＧ
タイプの挿し違い型ロタキサンが架橋剤や
求電子剤として機能することを見出した。

◆化学式（１）で表されるＧＨＧタイプの挿し違
い型ロタキサンにおいて、包接に関与してい
ない２級アンモニウム塩にビニル基を導入し
た、２級アンモニウム塩にビニル基を導入し
たＧＨＧタイプの挿し違い型ロタキサン。
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